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新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書（更新） 

 

当社は、2021 年 12 月８日に開示した、新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書（以下「計

画書」という）において、中期経営計画の策定を以って、上場維持基準の適合に向けた取組内容、及び

計画書を更新させて頂く旨、発表させて頂いておりましたが、この度、次期中期経営計画（2023 年１

月期～2025 年１月期）を策定いたしましたので、計画書を更新するとともに、本中期経営計画の内容

について、お知らせいたします。 

 

記 

 
1.当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の移行基準日時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況は、東京証券取引所が基

準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出した、「流通株式数」「流通株式比率」

「１日平均売買代金」は適合しておりますが、「流通株式時価総額」については、41 億円と適合してお

りません。当社は、「流通株式時価総額」に関し、中期経営計画の最終年度となる 2025 年１月期まで

に、上場維持基準を充たすための各種取組を進めてまいります。 

 

 

2.上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針、課題及び取組内容 

プライム市場上場維持基準の充足に向けた「流通株式時価総額」の向上に係る取組の基本方針、課題及 

び取組内容については、添付の『中期経営計画(‘23 年 1 月期～’25 年 1 月期) 新市場区分の上場維

持基準の適合に向けた計画書』に記載の通りです。 

 

以  上 



中期経営計画
新市場区分の上場維持基準の
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2022年3月14日

1

(’23年1月期～’25年1月期)



Copyright(C) 2022 Artner Co., Ltd. All Rights Reserved
2

目次

P3中期経営計画（’23年1月期～’25年1月期）

P14新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書

P15プライム市場の上場維持基準への適合状況

P16流通株式時価総額100億円達成の必須条件、計画期間

P17流通株式時価総額100億円達成に向けた取り組み



Copyright(C) 2022 Artner Co., Ltd. All Rights Reserved
3

目次

P3中期経営計画（’23年1月期～’25年1月期）

P14新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書

P15プライム市場の上場維持基準への適合状況

P16流通株式時価総額100億円達成の必須条件、計画期間

P17流通株式時価総額100億円達成に向けた取り組み



Copyright(C) 2022 Artner Co., Ltd. All Rights Reserved

技術者派遣の市場規模、顧客企業の研究開発費
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※2007年度の指数値を100として算出。 ※3月決算の上場している顧客企業の開示資料より集計。

2008年9月 リーマンショック

企業は研究開発に継続的に予算を投じるため、安定的に推移。

■技術者派遣の市場規模

■顧客企業の研究開発費

1兆1,000億円～1兆3,000億円
「労働者派遣事業報告書の集計結果」（厚生労働省）より当社算出

（推計）

4
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地球規模で社会環境が変化していく中で、企業にとって、
気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)の提言に基づく取り組みなど

社会的課題への対応が重要な経営課題

当社の主要顧客である自動車業界等に対して

アルトナーの持続的成長および次世代成長の考え方

走行時にCO2を排出しないEV(電気自動車)、FCV(燃料電池自動車)、
インフラ(充電インフラ、水素ステーション)、自動運転、半導体等に

関連する開発プロジェクトへの当社のエンジニアの参画

開発の進展、市場での普及を目指す

当社は事業活動の柱に「カーボンニュートラル」を据えて、
採用・教育・営業の社内体制を構築

事業活動を通じて社会的課題の解決に貢献し、企業価値を向上させ、
ステークホルダーの皆様に還元

持続的成長および次世代成長の基盤構築を進めていく

「カーボンニュートラル」の取り組みの方向性

5
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2022年1月期
2025年1月期

(目標)

新卒 47.9% 55.0%

キャリア 48.6% 55.0%

6

「カーボンニュートラル」に対する採用・教育・営業の取り組み

新卒・キャリア採用における
「カーボンニュートラル」採用対象の構成比

●「EV、FCVの動力系(インバータシステム)の原理理解」
●「クラウド化によるインフラリソースとAI/機械学習による人・ものの流れの最適化」
●「EVのバッテリーマネージメントシステムのモデル設計、検証」
●「センサー類の特性評価の結果解析手法」
●「ケミカルリサイクルとマテリアルリサイクル」

研修内容

2022年1月期
2025年1月期

(目標)

41.3% 50.0%

配属中の技術者における
「カーボンニュートラル」のプロジェクトの

技術者の構成比
「カーボンニュートラル」のプロジェクトに配属

社会的課題の解決に貢献し、業績を向上させる
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●電気・電子、材料物性、エネルギー、
情報分野の学科を卒業した学生

●上記分野のスキル、経験を有する
社会人経験者

採用対象

マッチング人財の採用強化のため、新卒採用に偏重
の採用方針を変更。⇒ 新卒・キャリアの採用数を
バランスさせ、人財の確保に努める

益々、高まるソフトウェア、電気・電子領域の
エンジニアニーズに応える。⇒ 研修スタッフを増強

技術者単価が他のプロジェクト比で約10％プラス
⇒ 売上高、利益率が向上
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電気・電子

ソフトウェア
●水素ステーションの

システムの研究開発
●エネルギーに関わる

システムの研究開発

●燃料電池の基本性能の解析
●水素の安全性の研究開発

機 械

電気・電子

ソフトウェア

●半導体露光装置の温調機の
開発(筐体の構想、基本設計)

●半導体露光装置の回路設計

●半導体装置のアプリケー
ション開発

7

エコカー

自動運転

燃料電池自動車（FCV）

半導体

●安全運転支援システムの
研究開発

●カメラ画像による自動周辺
監視システムの先行開発

ソフトウェア

電気・電子
●駐車支援システム
(自動ブレーキ、アクセル
制御等)の開発

●レーンキープアシスト
(ステアリング補助等)の開発

機 械

電気・電子

ソフトウェア

●エコカー充電器の開発
●駆動用モーターの開発

●次世代燃料電池の研究開発
●ハイブリットシステム設計
●車載電池の安全性評価

●ブレーキ制御システムの開発
●モーター、インバーターの

解析

「カーボンニュートラル」を含む設計開発プロジェクト
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基本施策
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中期経営計画（’23年1月期～’25年1月期）

『 持続的成長および次世代成長のための基盤を構築する 』

『 Make Value for 2022 to 2024 』

セグメント戦略の推進 多種多様な人財活用の推進

• セグメント別戦略の構築

（採用‐教育‐配属‐制度）

• セグメント別マーケットへ

の対応の確立

• 新たな専門技術領域の開拓・模索

• シニア・女性・外国人労働者

（留学生）の人財活用

• 協力会社の活用・組織化

（請負・受託体制の確立）

基本方針

1 2
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セグメント別マーケットへの対応

■顧客企業のニーズ、モノづくりの工程での多様化する業務領域に対応するため、

3つにセグメント化した戦略を推進し、精度の高いマッチングを実現。

販売生産関連領域
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アルトナー
の

組織体制

ハイバリュー
グループ

ワイドバリュー
グループ

プロダクトバリュー
グループ

先行開発、研究開発等、高度
な技術スキル・設計レベルを
要求される業務エリア。

設計開発のメインゾーンで
あり、設計に関する幅広い
業務に対応する業務エリア。

品質保証、組立調整等、
商品や生産に付随する
業務エリア。

メーカー
の

業務工程

製品開発領域研究開発領域商品企画
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テスト検証
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売上高 営業利益率

売上高 116 億円

10

経営数値目標〈2025年1月期（最終年度）業績目標〉

単位：百万円／%

営業利益率 14.0 ％

(予想) (計画)
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技術者数 1,600 人

11

経営数値目標〈2025年1月期（最終年度）重要指標〉

新卒採用：
キャリア採用 1:1

期末時点／単位：人

543 569 601 
654 

716 
785 

901
971 

1,073 

1,600 

0

200
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600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

'14年1月期'15年1月期'16年1月期'17年1月期'18年1月期'19年1月期'20年1月期'21年1月期'22年1月期'23年1月期'24年1月期'25年1月期
（計画）

派遣：

請負・受託 9:1
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経営数値目標〈2025年1月期（最終年度）重要指標〉

単位：％

ROE 20 %以上

配当性向 50 %以上

単位：％

（予想）
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中期経営計画におけるSDGs達成に向けた主な取り組み

多様性、LGBTに関する
取り組み
女性の活躍を促進する
雇用環境の整備

エコカーの技術開発を
支える人財の提供

詳細はWebサイトをご確認ください。https://www.artner.co.jp/ct‐csr/sdgs/

ダイバーシティ推進室の
設置

雇用における多様性・
機会均等の確保
障がい者の積極的な雇用

気候変動キャンペーン
「Fun to Share」への
参加

■「カーボンニュートラル」

■多種多様な人財活用の推進

ダイバーシティ推進室の設置
多様性、LGBTに関する取り組み
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プライム市場の上場維持基準への適合状況

流通株式数
流通株式
時価総額

流通株式比率
１日平均
売買代金

当社の状況
(移行基準日時点)

49,748単位 41億円 46.8% 0.28億円

上場維持基準 20,000単位 100億円 35% 0.2億円

■2022年４月にプライム市場に移行

■プライム市場の上場維持基準への適合状況

移行基準日時点（2021年６月30日）において、
プライム市場の上場維持基準を充たしていないことから、
「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」を作成。

基準を充たしていない
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流通株式時価総額100億円達成の必須条件、計画期間

■必須条件

■計画期間

中期経営計画の最終年度として定める2025年１月期に向けて、
流通株式時価総額の上場維持基準を充たすため、各種取組を進める。

2022年1月末 必須条件

PER 12.7倍 15.0倍

1株当たり当期
純利益(EPS) 68.59円 93.34円

株価 869円 1,400円

流通株式時価総額 2022年
1月末

43億円

必須条件

100億円

移行基準日時点 必須条件

流通株式比率 46.8% 70.0%

流通株式数 4,974千株 7,439千株
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流通株式時価総額100億円達成に向けた取り組み

■IR活動の強化（詳細は次のスライド）

■株主還元の拡大

配当性向

総還元性向検討事項

30％をベース 50％に引き上げ

自社株買いを検討

■流通株式比率の引き上げ

株式売却に向けた大株主との協議等、既存株主の保有株式流動化を

通じて一定の流通株式数を確保することにより、70％まで引き上げ

■1株当たり当期純利益(EPS)の拡大

1 事業活動の柱に「カーボンニュートラル」を据えて、
採用・教育・営業の社内体制を構築し、事業規模拡大を目指す

2 新たな専門技術領域(化学、土木建築等)獲得を目的とした
M&A等の実施
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個人・機関投資家を対象とした説明会を開催(オンライン or 対面)
（個人投資家向け：年2回⇒3~4回、機関投資家向け：年1回⇒年2回）
機関投資家との1on1ミーティング(電話 or オンライン)
Webサイトからのタイムリーな投資家情報の発信
トップメッセージ動画の配信

IR活動の強化

■個人・機関投資家への情報発信の強化

■外国人投資家を意識した英文開示の推進
現状のWebサイト(中期経営計画、会社概要、ビジネスモデル等)、
招集通知(4月)、コーポレートガバナンス報告書等(4月)の英文開示に加え、
決算短信サマリー(6月)を含む更なる英文開示を推進

■「コーポレートガバナンス・コード」（2021年6月版）の対応
（例）「プライム市場上場会社は、TCFDまたはそれと同等の枠組みに基づく

開示の質と量の充実を進めるべきである。」

⇒ 個人・機関投資家との接触機会を増やし認知度を上げる

⇒ 今年度より実施予定

⇒ 外国人投資家に当社の事業内容や業績を伝える

18
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本資料は、当社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、
当社が発行する有価証券への投資を勧誘する目的としたものではありません。

本資料は、正確性を期すために慎重に作成しておりますが、完全性を保証するものではありません。
本資料中の予測や情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。

(将来見通し)
本資料に記載された意見や予測等の情報は、本資料作成時点の当社の判断によるものであり、
潜在的リスクや不確実性が含まれております。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、
実際の業績及び記載されている将来見通しとは乖離が生じる事があります。

(数値の処理)
本文及び図表中の金額は、単位未満を切り捨てているため、内訳の計と合計が一致しない場合が
あります。また、構成比(%)は、小数点第二位で四捨五入しているため、内訳の比率の合計が
100.0%にならない場合があります。
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本資料のお取り扱い／IRメール配信／お問い合わせ先

本資料のお取り扱い

お問合せ先 株式会社 アルトナー 経営戦略本部 IR・PRグループ
TEL : 0570-00-2163 ／ E-mail : ir@artner.co.jp

Eメールアドレスをご登録いただいた方に「投資家情報」の最新情報を配信（無料）

【登録URL】https://www.artner.co.jp/ir/other/mail

IRメール配信


